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Infant-directed speech の研究の動向と展望
庭野賀津子

Infant-directed speech: A literature review and perspective 

要約

Infant-directed speech（IDS：対乳児発話）は乳児の言語発達にとって重要な環境要因とみな
されており、乳児の言語獲得との関連から論じられることが多い。IDS 研究が欧米で開始されてか
ら約 50 年が経過し、発達心理学や言語心理学を中心とした様々な分野で多くの研究成果が報告さ
れている一方、まだ未解明の部分や検討の余地が残されている部分もある。本稿では、文献をも
とにこれまでの IDS 研究について概観するとともに、現状における課題と今後の展望について考
察した。

Keyword : infant-directed speech、音響的特徴、言語獲得

1．IDS 研究の幕開け
 母親が乳児を抱き、あやすような口調で語りかけてい
る姿はほほえましいものである。母親を始めとして人が
乳児へ語りかけるときには、成人に対する話しかけとは
明らかに異なる特徴的な話し方をする。この発話を IDS

（infant-directed speech：対乳児発話）と言う。IDS の
他に、baby talk や motherese という用語が使用される
こともある。しかし、baby talk については、幼児が使
用する「幼児語」という意味で用いられる場合と、養育
者が乳幼児に対して話しかける際に用いる「育児語」の
意味で用いられる場合の二通りの用法が存在しているた
め、研究者間で用い方が異なっており、意味の曖昧な用
語となっている。また、motherese（母親語）は実際に
は母親以外でも観察されるため、学術用語として使用す
るにはあまり適切ではない（Saxton, 2008）。したがって、
本稿では IDS という用語を用いて論じて行きたい。
 養育者が意図的あるいは非意図的に、特別な話し方で
乳児に語りかけるという現象に、いち早く注目して研究
対象とした先駆者の一人が言語学者の Charles A. 
Ferguson である。彼がその研究成果を人類学の研究雑
誌に発表してから半世紀が経過する（Ferguson, 1964）。
Ferguson は欧米の言語以外にも目を向けて 6 種類の言
語圏で調査をし、baby talk が国や言語を越えて観察さ

れることを示した。その時に調査対象とした言語は、ア
ラビア語（シリア）、インド語、コマンチ語（北米の少
数民族の言語）、ギリヤーク語（ロシアの少数民族の言
語）、英語（アメリカ）、スペイン語の 6 言語である。
この論文以前にも英語における baby talk の特徴（たと
えばピッチが高いことやイントネーションが誇張される
等）を指摘する論文は散見されるものの、Ferguson の
ように、それまで着目されてこなかった言語圏や文化圏
も調査対象として同じパラメーターによって分析し、さ
らに baby talk の機能についても言及した研究はほとん
どなかった。
 その後、1970 年代ごろより、IDS は欧米の研究者に
より学術的研究の対象として大きく関心が持たれるよう
になった。その中でも “Talking to children: Language 
input and acquisition”（Snow & Ferguson, 1977）は IDS
研究の先駆けとして金字塔ともいうべき書であり、この
書が欧米を中心とした各国での IDS 研究の契機となった
と言っても過言ではないだろう。それまでは、養育者に
よる IDS について、言語学者は社会言語学的現象として、
心理学者は子どもの言語獲得や社会性の発達に影響を与
える要因として、人類学者は異文化間の育児行動の比較
要素として、それぞれの学問的視点から関心を持ち、そ
れぞれの立場から研究が行われていた。研究分野が違え
ば研究目的や方法も違うため、それまで接点を持つこと
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はほとんどなかった。しかし各研究分野の研究者たちが
集結し、1974 年にボストンで “Language Input and 
Acquisition” というテーマの学術集会を開催することと
なった。そして、この学術集会における発表や議論を基
にした論文、あるいはその後に新たに執筆された論文を
集約して、前掲の “Talking to Children” が編集され、
出版されたのである。この書の編集や執筆にあたった研
究者を初めとし、その後多くの研究者が様々な角度から
活発に IDS 研究に取り組むようになり、現在に至ってい
る。現在ある IDS 研究の発展と蓄積に、この書の編集に
あたった Snow と Ferguson の功績は大きい。
 IDS 研究が開始された当初は行動観察をもとにした研
究方法が主であり、子どもの言語発達や社会性の発達へ
の関与に関心がもたれていた。その後、物理的な手法に
よる IDS の詳細な分析方法が取り入れられるようになっ
た。1900 年代初頭より軍事目的あるいは医療分野や科
学捜査分野で開発が進んでいた音響分析装置が、1900
年代後半より実用化され、学術目的にも多く使われるよ
うになった。IDS 研究においても、音響分析によってそ
の特徴を物理学的に分析しようとする研究が活発に行わ
れた。さらに、脳波、近赤外線分光法（NIRS: near 
infra-red spectroscopy）、機能的核磁気共鳴画像法（fMRI: 
functional magnetic resonance imaging）などの脳機能
計測装置の開発に伴い、脳科学から IDS を解明しようと
いう動きもある。
 また、IDS 研究はうつ病の母親の IDS 表出の研究等、
精神疾患との関連や、聴覚障害児、知的障害児、自閉症
児等の障害児に対する IDS の調査から障害児への支援に
貢献する研究も注目されており、IDS 研究の臨床的応用
の可能性が広がっている。
 本稿では、このように多方面から取り組まれている
IDS 研究について、これまでに発表された文献をもとに、
研究目的や方法別に概観して知見を整理するとともに、
今後の発展や応用の可能性を探っていきたい。

2．IDS への様々なアプローチ
（1）IDS のプロソディの特徴
 Garnica（1977）は、IDS のプロソディの特徴として、
全体的にピッチが高い、ピッチ変位が誇張されている、
文末は上昇音調で終わることが多い、話速度が遅い、語
間やフレーズ間のポーズが長い、などを挙げている。こ
れらの特徴はその後の多くの研究者により、欧米を中心
とした様々な言語圏で、ADS（adult-directed speech：

対成人発話）との比較によって確認されており（e.g., 
Fernald & Simon, 1984; Fernald, Taeschner, Dunn, 
Papousek, Boysson-Bardies, & Fukui, 1989; Kitamura & 
Burnham, 2003; Niwano & Sugai, 2002a; Werker & 
McLeod, 1989）、一般的に音響学的な面からの IDS の
特徴として認知されている。また、この特徴的な発話の
表出は、母親だけではなく父親においても確認されてお
り（Niwano & Sugai, 2003a）、さらに、養育経験のな
い成人においても表出されることが確認されている

（Jacobson, Boersma, Fields, & Olson, 1983; Niwano, 
Kubota, Tanabe, Sato, & Tsubokawa, 2013）。
 これらのプロソディの特徴が果たす役割として、主に

「分析的機能」と「社会的機能」の次の二つの機能が挙
げられる（Ryan, 1978）。前者は乳児が言語情報を分析
し、処理することを補助するための機能であり、後者は
乳児の注意を喚起し、話者への注意を持続させるための
機能である。いずれも子の言語獲得に有利に働く機能と
考えられる。また、Garnica（1977）は、母親による
IDS においては特に発声末に母親の意図が込められるた
め、発声末の音調が重要であるとしている。プロソディ
はバーバルコミュニケーションである音声言語に含まれ
るノンバーバルな要素であり、言語獲得前の乳児にとっ
て、プロソディによって得られる情報は重要であると言
えよう（Niwano, 2002）。
 1980 年代には録音機や音響分析装置の性能が高ま
り、実用化されたことに伴って、音声分析による IDS 研
究は飛躍的に発展した。音声分析による研究の場合、主
に着目するのは声の高さとして知覚される基本周波数

（F0: fundamental frequency）である。この F0 が示す
周波数の高低変化や時間的変化を音響分析装置によって
測定することにより、IDS の音高の変化や話速度、ポー
ズの長さなどを測定する。もちろん、音声分析において
は、F0 のほかにも、フォルマントや倍音、音圧も測定
することが可能であるが、IDS の特徴を研究する上では
F0 から得られる音の高さやその変化が、もっとも重要
な情報であるとされている（Katz, Cohn, & Moore, 
1996）。これまでに多くの研究者が IDS のプロソディの
特徴に着目した研究を報告している。
 F0 の発話中における時系列的変化は音調曲線

（intonation contour）で示される。IDS における音調曲
線はいくつかのパターンに分類される。たとえば、下降
型、上昇型、平坦型、正弦型（正弦波のように上昇後下
降あるいはその逆のパターン）などが挙げられている。
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 これらの音調パターンにおいて、話者の意図とパター
ンが一致していることが多い。承認と非承認という単純
な発話意図を込めた音調曲線の違いを生後 3 ヶ月の乳
児に聞かせたところ、違いを弁別できることがわかり

（Papoušek, Papoušek, & Symmes, 1991）、語の意味を
獲得する前の乳児にとって、音調曲線は情報伝達の上で
有効であることが示唆された。そのほか、音声分析の手
法を用いて IDS の音調曲線のパターンと話者の意図との
関連を示した研究もある。たとえば、承認や賞賛、ある
いは子の注意を惹こうとする発話では F0 が高く上昇の
音調を示し、慰めあるいは非承認においては低い F0 や
下降の音調が用いられる傾向にある（e.g., Fernald, 
1989; Fernald & Simon, 1984; Katz et al., 1996; 
Niwano, 2002; Niwano & Sugai, 2003a; Stern, Spieker, 
& MacKain, 1982; Papoušek, Papoušek, & Symmes, 
1991）。
 このように音響的に特徴のある IDS に対して、乳児は
選好性を示すことが明らかにされている（Cooper & 
Aslin, 1990; Fernald, 1985; Fernald & Kuhl, 1987; 
Moon, Cooper, & Fifer, 1993; Werker & McLeod, 
1989）。もし、IDS が乳児の第一言語獲得に大きく貢献
し、重要な役割を果たしている（Greiser & Kuhl, 1988; 
Snow, 1995）のであるならば、乳児が選好性を持つと
いうことはその後の言語獲得に向けて有利に作用するで
あろう。乳児は生後 6 ヶ月ごろには音声の音響的要素
の違いを聞き分けることができ、前言語期の段階であっ
ても、音声に含まれるノンバーバルな情報の単純な概念
を形成できているようである（Moore, Spence, & Katz, 
1997; Spence & Moore, 2003）。
 乳児期は、認知機能の発達や視覚・聴覚の知覚統合な
ど、様々な変化が生じており、母親はその発達的変化や
認知能力に応じて IDS の特徴を調整していると考えられ
る。Braaud & Stormark（2008）は、子が 2～4 ヶ月の
間で既に IDS の特徴は変化しているとし、さらに
Englund & Behene（2006）は生後 6 ヶ月で大きく変化
するとした。庭野（2005）、Niwano & Sugai（2002b, 
2003b）は、日本語の IDS において、母親は乳児の反応
性の発達的変化に応じて IDS の音響的特徴を変化させて
いることを乳児が 3～9 ヶ月までの間の縦断研究によっ
て明らかにした。そのような IDS の変化は子からのフィ
ードバックに応じて調整した結果と考えられる（Smith 
& Trainor, 2008）。また、母親は子の月齢だけではなく、
性別によっても IDS を変化させており、国際比較研究に

よって文化の違いによって起こる社会的性別役割の期待
によっても影響を受けることが示されている（Kitamura 
& Burnham, 2003; Kitamura, Thanavishuth, Burnham, 
& Luksaneeyanawin, 2002）。庭野・梶川・佐藤（2013）
も、母親の IDS を変化させる要因として、乳児の月齢だ
けではなく、乳児の性別と遊びの内容があげられること
を縦断研究によって示した。
 子の音響的特徴に対する選好性は月齢によって変化す
ると推測される（Hayashi, Tamekawa, & Kiritani, 2001; 
Kitamura & Lam, 2009）。しかし、子が示す IDS への選
好性は、母親が子の状態に応じてプロソディを調整して
ADS とは違う特徴的な発話に変化させている結果なの
か、それともイントネーションなどのプロソディの調整
自体は影響しておらず単に声の F0 の高さの違いによる
ものなのか、という疑問が残る。その疑問を解明するた
め、Leibold（2007）は、合成音声による F0 の変化の
小さい ADS 音声に見立てた音と、変化の大きい IDS 音
声に見立てた音に対する乳児の選好度を調べるととも
に、IDS と ADS それぞれの一番高い音をピュアトーン
で聞かせた。その結果、IDS の方が ADS よりも選好性
を示したが、ピュアトーンにおいても高い音に対して低
い音よりも選好性を示した。このことから Leibold は乳
児が IDS に選好性を示すのは、乳児は生得的に高い音に
対する聴覚の感受性が強く、IDS は ADS よりも高いピ
ッチで話されるからではないか、ということを示唆した。
 このような子の選好性を引き出す要因を分析した研究
はまだ少ないが、IDS のどの要素に乳児が反応している
のかをつきとめることは、IDS が言語発達にどのように
貢献しているかという課題の解明にもつながっていくこ
とであろう。

（2）ID speech と ID action
 IDS 研究の多くは、その音声の音響的特徴や発話の言
語的要素にのみ注目される傾向にあり、IDS に伴う顔の
表情や動作等の視覚情報、いわゆる ID action に関する
研究は少ない。しかし、マガーク効果は乳児においても
観察されることが明らかにされており（Burnham & 
Dodd, 2004; McGurk & MacDonald, 1976）、乳児期に
おいて既に視聴覚の統合が可能となっているため、視覚
情報である ID action も IDS と同時に情報処理を行って
いると考えられる。7 ヶ月の乳児は口元を隠した話し手
の顔の表情（笑顔と怒り顔）とそれに対応する発話を選
択することがき、視覚と聴覚という、違うモダリティに
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よる知覚を統合できることも示されている（Walker-
Andrews, 1986）。そのため、乳児がIDSを知覚する際に、
眼前にいる発話者の顔面の表情が、IDS の情報処理に影
響を与えるであろうことは十分推測できることである。
 母親が乳児へ話すときには大げさな顔の表情をともな
う（Werker & McLeod, 1989）。また、乳児へ向けた頭
の動きや顔の表情が IDS と同期して表出されていること
や、発話内容に対応した顔の表情が成人へ向けたものと
異なることが示されている（Chong, Werker, Russell, & 
Carroll, 2003）。母親が乳児との相互作用の中で表出す
るしぐさは、成人に対するものよりも動作が誇張される
とともにシンプルな表現と繰り返しが多く、IDS の特徴
と共通する部分が多い。このように母親が乳児とかかわ
るときに観察される誇張された身振りを示す語として、
motherese に倣って motioniese という語が登場してい
る（Brand, Baldwin &, Ashburn, 2002）。しかし、この
知覚のモダリティの統合に着目した研究はまだ少なく、
得られている知見は少ない。McCartney & Panneton

（2005）や、Walker-Andrews & Bahrick（2001）は乳
児を対象とした社会的相互作用における視覚情報の知覚
や記憶について調べ、従来の IDS の音声知覚にのみ着目
した研究から得られた知見についても、発話者が表出す
る視覚情報も含まれていると仮定するとより明確になる
と指摘した。
 また、Lewkowicz & Hansen-Tift（2012）は視線検出
装置を用いて、4 ヶ月から 12 ヶ月までの乳児が IDS を
話す成人の顔のどこを見ているかを計測した。その結果
によると、4 ヶ月児の視線は話し手の目に集中している
が、6 ヶ月では目と口を同程度に見ており、8 ヶ月から
10 ヶ月にかけては有意に口に集中する。しかし、12 ヶ
月になると再び目と口を同程度に見るということが確認
された。この結果について、Lewkowicz らは、基準喃
語を獲得し、母語の音韻獲得が進む 6～8 ヶ月では話者
の口元に注目して構音方法を学ぼうとするが、生後 12 
ヶ月ごろになると基本的な母語の音韻がある程度獲得さ
れ、口だけに視線を集中させる必要がなくなるからでは
ないかと推察している。
 口の動きについては、Green, Nip, Wilson, Meff erd, & 
Yunusova（2010）が母親が IDS を表出している際の口
元を 3 次元で記録したところ、ADS のときよりも誇張
されており、特に母音の表出において大きく開けること
を示した。このことより、母親は口の開き方を誇張する
ことによって視覚的にも子の言語習得を促進させようと

していると考えられる。
 また、Shepard, Spence, & Sasson（2012）は IDS の
発話内容が approving のときの方が comforting よりも
周波数が高いという先行研究（Fernald,1989）を受けて、
大学生を被験者として、approving と comforting の 2
種類の IDS を表出している女性の音声を消した動画を見
て、音声を聞かなくとも顔の表情から両者を識別できる
かどうかを調べた。その結果、表情だけから識別できる
ことが明らかとなったが、この実験では被験者は学生で
あり、乳児の場合でも同じことが言えるかどうかは今後
の検証が必要であろう。

（3）IDS の言語獲得への貢献
 言語の理解や産出はヒト固有の高次な認知機能であり
生得的な言語獲得能力を基盤としながらも、生後の言語
入力がなければ獲得されない。子どもが生後 12 ヶ月頃
になると始語が観察されるが、それ以前の乳児期におけ
る音声言語の知覚、すなわち音韻・音韻配列・韻律の知
覚と、連続音声からの単語抽出（セグメンテーション）
の能力の発達が不可欠である。さらに音声言語の生成に
向けて、原初的な音声であるクーイング（生後 1～4 ヶ
月齢）を経て母語の特徴的な音韻や韻律的要素が含まれ
た基準喃語（生後 5～10 ヶ月）が表出される。これら
の発達によって乳児は音声言語を獲得していく。その言
語発達過程において、IDS の果たす役割は大きいと考え
られる。
 IDS は対成人発話と比較して全般的に高いピッチが用
いられ、発話中のピッチ変位や文末のイントネーション
は誇張され、発話速度は遅く、発話間のポーズは長い等
の、プロソディの特徴がある（e.g., Fernald,1992; 
Niwano, 2013; Stern, Spiker, Barnett, & MacKain, 1983; 
Werker & McLeod, 1989）。また、短い発話が多い、ゆ
っくりと話す、繰り返しが多い、単純化された文法を用
いる、母音が強調されるなどの特徴も観察される

（Cooper & Aslin, 1990; Fernald & Simon, 1984; Kuhl et 
al. ,  1997; McRoberts & Best,1997; McRoberts, 
McDonough & Lakusta, 2009; Stern, Spieker, Barnett,& 
MacKain, 1983）。
 これらの IDS の特徴は、乳児が音韻や韻律、単語の切
り出しを知覚するのを促進させる効果があると推測され
る。さらに、乳児に話しかけるときの発話は平均発話長

（MLU: mean-length of utterances）と発話持続時間が短
く、また、同じ単語や節・文などの単位ごとの繰り返し
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が多いということも特徴としてあげられる（Niwano, 
Kubota, Tanabe, Sato, & Tsubokawa, 2013）。このこと
は、乳児の音声知覚を促進し、乳児の模倣を容易にする
効果があると推測される。
 これらの特徴を持つ IDS は、子どもの第一言語獲得に
大きく貢献し、重要な役割を果たしていると考えられる

（Greiser & Kuhl, 1988; Snow, 1995）。 た と え ば、
Herold, Nygaard, & Namy（2011）は母親が強調したい
語の音圧を強くするなどプロソディを調整することによ
って子の言語習得を援助しているとしている。母親は母
子 相 互 作 用 を 通 じ て language acquisition support 
system（LASS：言語獲得援助システム）の役割を担う

（Bruner, 1990）。ゆっくり話す、短いフレーズを繰り返
す、抑揚をはっきりさせる、というような IDS の特徴は、
子どもが音声言語に必要な各要素（音韻、語彙、統語、
語用、セグメンテーション等）を獲得するのを促進する
であろうということは多くの研究者が指摘しているとこ
ろである。
 しかし、IDS が子どもの言語獲得を容易にし、促進し
ているということは、実はまだ推測の域を出ていない。
子どもの言語発達に IDS がどの程度貢献しているのか、
IDS にさらされなかった場合と比較して言語発達に違い
が生じるのかを、同条件下で比較し、具体的に実証する
ことは難しいからである。
 Singh et al.（2009）は IDS は乳児に好まれるだけで
はなく、乳児の言語の記憶に役立つことを実験的に明ら
かにしようとした。Singh et al. は 7 ヶ月齢の乳児を対
象として、同じ単語を ADS で聞かせた場合と IDS で聞
かせた場合を比較し、IDS の方が長期記憶への定着率が
有意に高いという結果を示した。また、セグメンテーシ
ョンを獲得するには IDS の特徴を持った発話が有利に働
くことを示すために、Thiessen, Hill, & Saff ran（2005）
は 6.5～7.5 ヶ月の乳児を対象として無意味語を並べた
文を IDS あるいは ADS のプロソディの特徴を持たせた
音声で聞かせたところ、IDS を聞いたグループの方が有
意にセグメンテーションの成績が良かった。しかし、こ
の結果からは、IDS のプロソディがセグメンテーション
を容易にしたのか、それとも乳児が IDS に選好性を示し
て集中して聞くことができたからなのか、まだ疑問の余
地は残る。
 また、子どものセグメンテーションの獲得は、統計的
学習（statiscal learning）によって可能となることを主
張する知見が示されている（Lew-Williams, Pelucch, & 

Saff ran, 2011; Ngon,Martin, Dupoux, Cabrol, Dutat, & 
Sharon, 2013; Pelucchi & Saff ran, 2009）。子どもは音
韻配列や単語を様々な事象と関連させて記憶し、どこで
単語が切り出されるのかを統計的に判断できるようにな
るという。
 子どもの言語獲得は、子ども自身が生得的に持つ言語
学習能力を基盤としながら、言語環境にさらされること
により後天的に学習される、いわば nature-nurture 
issueである。そして、多くのIDS研究が示唆するように、
養育者との相互作用における IDS の言語刺激が乳児の言
語獲得を促進すると考えられる。IDS の言語獲得への効
果について、今後さらなる検証を期待したい。

（4）脳科学からのアプローチ
 近年、脳科学の発展とあいまって、IDS に関連する研
究を脳機能測定によって明らかにしようとする研究も多
く発表されている。乳児が IDS に選好性を示し、また、
IDS には乳児の言語発達や社会性の発達を促進する効果
があるとするならば、IDS を聞いているときの乳児の脳
には何らかの反応が生じているはずである。
 非侵襲的に子どもの脳の血行動態を即時に測定できる
方法の一つとして NIRS がある。fMRI や脳波よりも拘
束性が低く、比較的簡便に計測できるため、乳児の脳血
流の変化を測定するのに用いられることが多い。NIRS
によって得られるヘモグロビン濃度の変化は、脳におけ
る情報処理の神経活動を直接測定しているわけではない
が、間接的に脳活動の指標となる。
 Saito et al.（2007）は生後 2～9 日の新生児の前頭部
の左右に NIRS のプローブをセットし、IDS と ADS を交
互に聞かせたところ、IDS のときのほうが有意に脳血流
が増加することが明らかとなった。この結果から乳児は
出生後間もない時期から IDS に興味を持つことが示唆さ
れた。乳児の音声知覚に関する脳機能計測による研究は
以前より行われており、乳児は胎児期から母親の話し声
を聞いているため出生時には既にヒトの音声を知覚でき
ると考えられているが、さらに IDS と ADS の違いを識
別できることを示す結果となった。
 また、Naoi et al.（2012）は、4～13 ヶ月の乳児の前
頭部と側頭部に NIRS のプローブを装着し、子の母と他
児の母の IDS を聞かせたときの脳反応を調べた。その結
果、自分の母でも他児の母でも、IDS を聞いたときには
側頭部の血流が増加するが、前頭部の血流は自分の母の
IDS を聞いたときのみ増加した。また、子の月齢によっ
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ても反応のしかたが違っていた。これらの結果より、
IDS の脳内処理には、乳児の月齢や話し手との親密度が
影響することが示唆された。
 また、Zangl & Mills（2007）は事象関連電位によっ
て 6 ヶ月と 13 ヶ月の乳児が IDS と ADS それぞれの話
し方で親密度の違う単語を聞いたときの反応を調べた。
その結果、6 ヶ月児は親密度の高い単語が IDS によって
話されたときに強い脳反応を示した。一方 13 ヶ月児は
親密度に関わりなく IDS 音声のほうに強い脳反応が生じ
た。このことから、乳児は月齢と経験によって IDS に対
する反応が違うことが示唆された。さらに、Zhang et 
al.（2011）は 6～12 ヶ月の乳児を対象として、事象関
連電位によって調べたところ、フォルマントが強調され
た母音に対して強い脳反応が確認され、両側の側頭－頭
頂―前頭の神経ネットワークが、誇張された母音の発声
によって刺激を受けて形成されることが示唆された。こ
のことから、IDS の誇張された話し方は脳神経活動にお
いても良い刺激となり、音韻知覚や言語獲得に役立つこ
とが示唆された。
 その他、Matsuda et al.（2011）は、乳児を持つ母親
と父親、親経験のない成人男女、1 歳から小学生の子ど
もを持つ母親に IDS（prosody & lexicon 条件）を聴取
させたときの脳内処理を fMRI で調べ、興味深い知見を
提供している。喃語期の乳児の母親においてのみ、IDS
を聴取したときに言語野の賦活が見られ、母親の IDS に
対する脳活動は一過的であることが示された。

（5）臨床への応用
 これまで概観してきたように、IDS 特有の特徴的な話
し方は、乳児の興味関心を惹くだけではなく、乳児の言
語発達や社会性の発達に何らかの貢献をしているようで
ある。しかし、母親がうつ病などの精神疾患に罹患して
精神活動が大きく低下していると、誇張されたプロソデ
ィと豊かな顔の表情を伴った IDS を表出するのは難しい
であろうことは想像に難くない。
 この課題について、Kaplan et al. は多くの知見を提供
している（e.g., Kaplan, Bachorowski, Smoski & Hudenko, 
2002; Kaplan, Bachorowski & Zarlengo-Strouse, 1999; 
Kaplan, Burgess, Sliter & Moreno, 2009; Kaplan, Danko 
& Diaz, 2010; Kaplan, Danko, Diaz & Kalinka, 2010; 
Kaplan, Dungan & Zinser, 2004; Kaplan, Sliter & 
Burgess, 2007）。母親が慢性的なうつ病（大うつ病性障
害 : major depressive disorder）であると、子に話しか

ける際に IDS の特徴を持った話し方は少なくなり、子は
IDS に対する反応を学習する機会を失う。その結果、他
人が話す IDS にも興味を示さなくなる。母親の示すうつ
病の症状が継続している期間によっても子の IDS への反
応性は変わってくる。一方、Kaplan et al. は母親の子へ
のかかわり方が、母親のうつ病を発見し診断するサイン
ともなり得ることを指摘している。また、母親がうつ病
で父親はうつ病ではない家庭で、父親から IDS で語りか
けられている子どもは、他の男性の IDS には反応を示す
ようになるが、女性からの IDS には反応しない。その理
由について Kaplan et al. による十分な考察はなされてい
ないものの、母親からの IDS が欠けている場合に父親か
ら受ける IDS は特に重要な意味を持ち、子の認知発達に
も大きな影響を与えるとしている。
 このように、うつ病の母親からは IDS が表出されにく
いことから、逆に IDS の表出の状況が母親の精神状態を
診断する一つの指標となり得る可能性がある。今後、
IDS 研究によって得られる様々な知見を臨床的に応用
し、産後うつ病の早期発見・早期支援に役立てて行くこ
とを期待したい。

3．IDS 研究の課題と展望
 養育者が乳児に特徴的な音声で話しかけるという、日
常ありふれた風景が学術的関心の対象となり、実に多く
の視点、すなわち発達心理学、言語心理学、人類学、脳
科学等からアプローチされ、さらに学際的な研究へと発
展しつつある。
 たとえば、IDS はヒトの原初的コミュニケーションの
一つであることから、今後、コミュニケーション機器や
言語を学習する人工知能を搭載したロボット開発などの
工学分野でも IDS 研究の応用が進んでいくことであろ
う。
 さらに、母親の IDS の表出の有無を産後うつ病の早期
発見につなげられる可能性もある。また、IDS の特徴を
持った話しかけを応用することにより、聴覚からの言語
入力が十分でない重度の難聴児や、言語獲得に遅れのあ
る知的障害児への言語指導方法にも応用できるであろ
う。IDS の基礎研究によって得られた知見が、医学的あ
るいは心理学的な臨床に応用されることにより、さらに
IDS 研究は深められていくことであろう。
 しかし、IDS 研究はこの 50 年の間に発展し、成果が
蓄積されてきているものの、まだ課題は多い。その一つ
は、IDS 研究が行われている文化圏や言語圏が限られて
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いることである。現在のところ、IDS 研究が行われたフ
ィールドは、欧米が中心であり、その他、日本、中国、
韓国等のごく限られたアジアの国々で、いずれも中流階
級の家庭における調査に基づくものがほとんどである。
欧米やアジアの数カ国における研究をもとに、IDS には
一般性、普遍性があると結論付けている論文も散見する
が、それ以外のアジア、アフリカ、南米などの広い地域
からサンプリングされなければ、人類にとって普遍性の
あるものとは言い難い。たとえばマヤ言語を話す南米の
ある地域では、日中の乳児の養育は大人ではなく、年齢
の近いきょうだいに任されており、そのきょうだいたち
はほとんど IDS の特徴をもった話しかけはしていない

（e.g., Brown, 2001; De Leon, 1998; Schieff elin & Ochs, 
1986）。それでも乳児たちはやがて言語を獲得していく
のであり、言語獲得に IDS は必須のものではないという
ことが言える。しかし、仮に IDS にさらされる言語環境
にあれば、乳児の言語獲得はより促進され、習得を容易
にしていくのかもしれない。今後さらに研究の調査対象
となる文化圏や言語圏が拡大していくことを期待する。
 また、IDS とともに表出される ID action に着目した
研究がまだ少ないことも今後の課題となるであろう。乳
児の知覚統合の発達研究とあわせて、IDS 表出時の養育
者の身体の動きや顔の表情の同期、そしてそれらの聴覚
情報と視覚情報が乳児にどのように知覚統合されて情報
処理されるのかについて、さらに検討が必要である。乳
児の知覚統合を解明することにより、自ずと IDS が子の
言語獲得や社会性の発達にどのように貢献しているのか
も明らかになってくるであろう。
 さらに、乳児は出生直後から IDS に興味を示すことは
明らかになっているが、母親、特に第一子の母親は子の
出生直後から IDS の特徴をもった発話の表出が可能なの
であろうかという疑問が残る。子の月齢変化にあわせて
母親の IDS の特徴が変化することを縦断的に示した研究
の多くは、子の発達的変化に応じて母親が発話を調整し
ていると結論付けており、母親自身が子を出産してから
徐々に IDS を獲得していくのか、それとも出産の時点で
既に特徴的な IDS の表出が可能であるのか、明確にされ
ていない。
 このように IDS 研究にはまだ 課題が多く残されてい
る。それらを解明するために、今後、学際的なアプロー
チが行われることによって、IDS 研究はさらに魅力的な
研究分野として発展していくことであろう。

謝辞：本研究は JSPS 科研費 30458202 の助成を受けた
ものです。
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